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通
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・
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我
園
の
経
費
増
加
ミ
物
慣
の
費
動

小

山

田

lJ、

，七

[/ 

00:: 

で
目
的

戸

製

表

ω
蹴
明

Eヨ

去

回
、
制
川
船
田
説
明

車
、
品
一
約

所
調
終
曲
賞
膨
脹
の
原
則
は
巳
に
定
説
で
も
あ
b
、
又
共
事
貨
は
極
め
て
察
易
に
且
普
遍
的
仁
諮
明
さ
れ
得
る
所

で
も
あ
る
。
然
L
某
原
因
及
針
策
の
問
題
ピ
な
れ
ば
、
諮
問
学
者
の
見
る
所
必
す
L
も
一
様
で
な
い
。
議
で
は
右
問

題
解
答
上
の
一
補
助
に
も
ご
思
ひ
、
試
み
に
我
闘

ω
一
般
曾
計
歳
出
の
増
加
に
就
い
て
、
名
目
的
増
加
信
二
古

資
質
的
増
加
詰
ニ
}
ピ
仁
分
っ
て
研
究
す
る
。
一
見
燕
貨
鮮
の
購
買
カ
麗
動
が
経
費
に
及
す
影
響
の
程
度
を
、
計
般

的
に
後
見
し
得
れ
ば
、
理
論
上
並
に
質
際
上
共
利
す
る
所
は
甚

r多
hr
。
然
し
夫
を
知
る
ζ

ど
は
殆
ん
ど
不
可
能

の
様
に
思
は
る
、
。
放
に
此
試
み
で
も
其
耗
皮
に
就

τで
は
な
〈
、
名
目
的
並
に
賞
質
的
増
加
が
貨
幣
購
買
力
の

麗
動
、
卸
も
物
価
問
品
製
動
ご
如
何
に
関
係
し
な
が
ら
後
民
し

τ居
る
か
を
研
究
L
、
延
い
て
我
闘
の
一
般
曾
計
歳
出

増
加
の
性
質
を
明
に
し
ゃ
う
Z
思
ふ
。

設

苑

我
闘
の
組
曲
賞
帯
加
と
物
個
心
趨
勤

第
二
十
九
容

三
九
九

接

抗

J、



設

現E

第
二
十
九
谷

p、

四

0
0

第

脱

我
岡
山
細
費
帯
加
と
胸
債
の
費
動

如
何
な
る
原
凶
に
基
〈
籾
費
帯
加
を
名
目
的
措
加
比
す
る
か
に
就
て
は
異
設
が
あ
る
。
例
ぽ
、
神
戸
博
士
は
貨
幣
慣
値
印
ち
貨
幣
酔
民

力
山
口
低
下
よ
り
止
ず
る
常
加
を
名
曲
醐
ょ
の
紐
費
柑
加
と
せ
ら
れ
、
小
川
博
士
は
倒
士
山
鏑
訳
、
女
抑
方
慢
の
捜
化
及
貨
幣
倒
値
白
慨
辞
に

i
旬
。
摘
加

2
 

を
似
続
的
で
あ
る
と
せ
ら
る
。
阿
部
博
士
に
よ
れ
ば
名
目
的
指
加
の
最
制
選
む
同
品
川
は
物
情
鵬
賞
で
あ
る
が
、
偶
蹄
算
削
成
方
針
白
担
川
見
山
一
如
き
も

亦
県
一
政
闘
で
あ
る
。
川
叫
に
リ
ゲ
ス
ト
は
非
民
質
的
措
加
原
凶
と
し
て
賞
作
附
抗
力
的
腿
説
、
人
口
柑
加
及
人
民
的
泊
め
に
す
る
政
仙
の
仕
唱
の
帥
山
梨

E
緋
げ
て
対
る
。
又
シ
ラ
ス
、
山
シ
タ

1
等
も
引
川
す
る
岡
民
工
業
合
議
所
山
報
告
目
、
担
費
帯
加
の
原

N
と
し
て
闘
家
行
鳩
山
駒
大
、
人
口
柑
加

(
駐
-
)

及
究
僻
倒
仰
の
下
搭

E
山
中
げ
、
而
て
帖
咽
加
叫
向
。
闘
際
比
較
必
は
職
，
M
U
貨
幣
倒
値
に

k
る
項
削
制
止
は
て
作
っ
て
判
る
。
放
に
人
口
比
物
倒
、

9

f
-と
も
後
者
自
制
問
勅
世
名
目
的
指
川
原
川
と
し
て
肘
る
土
叩
定
き
る
旬
。
。
以
上
の
例
一
部
に
時
て
明

η
椛
に
、
貨
幣
削
他
山
下
帯
丈
け
は
、
名
日
的
指

加
原
閃
と
し
て
一
致
的
に
諸
説
の
採
る
所
で
あ
る
。
主
他
の
風
間
は
山
中
者
に
よ
市
て
現
品
。
治
荷
風
附
に
就
て
町
議
帥
は
と
も
か
〈
と
し
て
、
荷
風

凶
中
、
計
般
を
以
て
粧
品
置
に
闘
係
せ
し
め
て
恥
扱
H
V

作
る
自
は
、
物
倒
‘
人
口
及
飼
土
で
あ
る
。
此
研
先
は
物
慣
を
主
主

L
、
人
口
を
従
と
し
て
翻

費
に
刷
師
せ
し
め
、
正
に
物
価
と
人
口
と

E
組
合
せ
て
も
且
る
。

ロ
質
的
組
貨
は
山
一
世
附
的
制
捜
と
劉
立
す
る
所
心
、
動
捗
及
川
則
自
舵
初
加
費
に
向
け
ら
れ
た
籾
費
、
帥
ち
消
費
的
制
却
の
詰
叫
に
も
、
叉

9
 

闘
同
の
負
掘
と
な
る
縞
貨
の
窓
昧
に
も
解
書
る
土
腸
告
が
あ
る
“
地
て
は
前
例
一
部
の
枕
の
如
〈
名
目
的
柄
拘
置
と
劉
立
さ
せ
た
語
叫
に
解
す
る
。
故
に

以
下
貨
質
的
粧
品
目
と
一
百
ふ
て
も
、
闘
民
負
摘
と
な
る
秘
史
と
か
、
又
は
高
ち
に
肺
呆
的
に
夫
れ
丈
け
の
偲
盆
を
闘
民
に
岡
山
北
が
提
供
し
た
翻
担
と
か

を
意
味
せ
由
。
勿
論
此
年
の
貼
と
は
非
常
に
者
按
に
闘
保
し
て
は
居
る
が
、
央
籍
白
駄
に
は
仰
、
考
脂
す
ベ
膏
種
々
白
事
柄
が
あ
る
。

(
陸
ニ
)

先
づ
製
表
に
就

τ説
明
す
る
。
会
指
数
の
基
本
年
度
合
明
治
三
三
年
度
に
置
〈
。
此
年
を
選
ん
に
の
は
日
本
銀

行
蓄
東
京
卸
質
物
価
桐
指
数

ω基
本
年
度
に
蛍
る
か
ら
で
あ
る
。
而

τ此
物
償
指
款
を
其
ま
、
利
用
す
る
方
が
紐
々

の
比
較
研
究
に
便
で
あ
る
し
、
叉
物
調
指
数
換
算
凶
手
数
を
省
略
L
得
る
か
ら
で
も
あ
る
。
然
し
此
年
は
北
濡
事

件
が
五
月
に
勃
脅
L
、
共
縛
め
に
陸
海
軍
臨
時
設
が
珠
算
外
仁
約
四
千
古
両
国
支
出
苫
れ
た
。
其
結
果
決
算
で
、
前
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年
度

ω
二
五
、
四
一
六
高
固
か
ら
一
躍
二
九
、
二
七
五
高
岡
正
な
っ
た
。
而
て
其
翌
三
四
年
度
に
は
、

五
諸
国
に
減
少
し
た
。
放
に
比
三
三
年
度
を
経
費
攻
究
の
基
本
年
度
芭
な
す
こ
Z
は
、
質
は
稿
失
嘗
で
あ
る
。
其

結
果
は
直
ち
に
旨
明
治
三
四
乃
至
三
六
年
度
の
経
費
の
諸
指
隊
を
基
本
数
千
以
下
に
な
し
て
居
る
の
み
で
な
〈
、

金
慢
の
指
数
を
幾
分
よ
b
小
ご
な
し
て
居
る
。
夫
れ
に
も
拘
ら
宇
、
此
年
度
を
採
っ
た
の
は
み
7
1
上
越
の
理
由
仁

L
4
4令
。

二
六
、
六
八

次
に
、
各
年
度
ゆ
決
算
額
を
単
純
に
連
結
し
て
計
算
基
礎
ご
す
る
o

然
し
我
闘
の
一
般
曾
計
歳
出
増
加
を
異
に

研
究
す
る
に
は
、
理
論
上
、
特
別
曾
計
及
地
方
財
政
上
め
歳
出
ご
の
離
合
を
整
理
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
草
し
例
は
、

或
年
度
迄
、
特
別
曾
計
歳
出
又
は
地
方
化
立
た
り
し
も
の
が
某
出
版
止
鎚
更
の
結
果
一
般
曾
討
に
一
脱
す
る
こ
正
、
な

h
J
、
叉
は
反
割
に
特
別
曾
計
が
或
年
度
か
ら
分
離
し
、
以

t
共
都
度
一
般
曾
計
歳
出
を
し
て
増
減
せ

L
め
て
居

る
(
註
三
)
。
従
て
我
圏
全
髄
の
歳
出
に
就
て
研
究
を
途
「
る
場
合
は
E
も
か
(
、
此
試
み
の
様
に
限
定
し
た
場
合
に

は
右
の
整
理
は
必
要
で
あ
る
。
然
L
認
に
は
、
悉
皆
網
羅
し
て
整
理
す
る
材
料
の
欠
乏
に
よ
ち
此
手
績
を
省
〈
。

更
に
、
物
伺
指
数
の
年
次
は
暦
年
度
で
、
歳
出
は
曾
計
年
度
に
よ
る
o

故
に
一
見
、
二
者
の
計
数
を
同
年
次
に

並
列
し
行
(
の
は
失
賞
の
様
で
あ
る
。
然
L
之
れ
は
却
つ

E
営
を
得
て
居
る
ご
思
ふ
。
何
百
な
れ
ば
、
糧
費
に
物

債
捜
動
が
影
響
す
る
の
は
全
面
的
に
直
俊
反
射
的
で
な
〈
.
若
干
時
後
れ
る
ご
考
へ
ら
る
、
か
ら
で
あ
る
。
勿

論
・
経
費
が
物
侵
趨
勤
に
追
従
す
る
に
要
す
る
時
聞
が
判
れ
ば
、
英
時
間
丈
り
物
悶
悶
指
叡
年
次
か
ら
経
品
質
諸
指
数

を
後
ら
せ
て
掛
照
す
る
こ
古
が
出
来
、
理
論
上
そ
れ
が
妥
嘗
で
あ
る
。
然
る
仁
勤
勢
及
財
の
市
場
債
格
に
よ
っ

τ

直
接
影
響
を
受
り
な
い
、
且
色
々
佐
賀
の
異
っ
た
経
費
、
例
は
俸
給
費
、
会
償
費
の
如
き
が
る
つ

τ、
其
時
閣
が

設

苑

四
O 

我
園
内
組
費
幅
唱
加
と
物
園
白
麹
動

第
二
十
え
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iil主

~ 

我
固
白
組
費
柑
加
と
物
慣
骨
盤
劫

第
二
十
九
巻

四
O 

第

披

^ 回

定
め
得
な
い
。
故
に
止
む
な
〈
一
二
ヶ
月
後
れ
の
こ
っ
の
年
次
を
直
ち
に
並
列
謝
照
す
る
。

以
上
三
勅

ω上
か
ら
此
試
み
は
理
論
上
完
全
ご
は
云
へ
ぬ
。
け
れ
ど
も
最
も
普
通
に
な
し
得
る
最
善
の
も
の
Z

思
ふ
。最
後
に
計
算
方
法
に
就
て
一
言
す
る
u

イ
歳
出
の
単
純
な
増
加
指
数
|
|
以
下
(
金
値
的
)
名
目
指
数
百
一
五
ふ

，

，

、

、

.

，

ー
ー
は
、
明
治
三
三
年
度
歳
出
決
算
額
を
一

o
o
o
t
し
て
.
ロ
物
酬
明
指
数
己
組
合
ゼ
柁
歳
出
の
附
加
指
数

|
|
(
金
隙
附
)
質
質
指
数
!
ー
は
、
各
年
反
り
決
算
舶
を
一
ニ
ゴ
一
年
の
貨
幣
腐
価
じ
引
臨
し
た
伐
に
、
三
一
一
一
年
度
を

一

o
o
o
t
Lて
計
算
し

τ作
る
。
川
町
耶
純
な
一
入
賞
b
増
加
指
数
|
|
頭
割
名
目
指
数
|
|
は
、
三
三
年
度

分
一
入
賞
h
額
を
一

O
O
O
ご
し

τ、
-
一
物
倒
指
数
ご
組
合
せ
た
る
一
人
嘗
h
p
増
加
指
数

l
t頭
割
賞
質
指
数

ー
ー
は
、
各
年
皮
の
一
入
賞
b
額
を
三
三
年
の
貨
枇
加
川
田
伯
に
引
、
直
し
て
後
に
三
三
年
度
分
を
一

O
O
Oご
し
て
計

算
す
る
。
、E-z，

F
争

SEE-

、
例
は
大
正
十
五
年
度
か
ら
の
郡
役
目
削
白
殴
止
、
火
正
十
三
年
此
の
特
別
合
計
山
口
整
則
に
よ
る
一
般
曾
計
歳
出
初
加
山
知
号
で
あ
る
。

早年
量両三次

名

目

指

動

旗
開
額
(
説
)
頭
割
闇
(
僻
位
)
一

六
五
三
一

五
人
λ

一

頭
割
的
一

一0
0
0

一

九

o
n
一

九六四一

一0
0
0

九
五
九
九
六
九

全

世

的

物
価
持
政

ニ
九
二
、
七
五
O

二六六、
λ
五六

ニ
λ
九
、
二
ニ
六

-
0
0
0
 

九一一
九
λ
七

食

質

指

監
頭

九九 O 割
九三 O 的
四七 O

人
口
相
畳
一0
0
0

一
O
一
三

一O
ニ七

圭

値

的
一0
0
0

丸
凹
九

一o-
九



一一一六一
三
七
三
八
三
九
回
。
四一凹

三
凹
四
四
百

(
大
正
こ四

二
回
九
、
五
九
大

二
七
七
、
O
五
百

四
ニ

O
、
七
四
一

四
六
回
、
二
七
五

六
O
-
一、回

0
0

六
三
虫
、
=
一
六
一

五
三
一
一
、
λ
九
三

五
六
九
、
一
五
四

五
人
一
台
、
ニ
一
七
川

五
九
=
一
、
五
九
六

「

h
L
'
じ
一
白
、
L
川
二
三
一
二

3
-
3
2
一
一

六
例
入
、
四
二

O

E
A
=
一
、
二
六
九

五
九
ゎ
、
七
九
五

七
三
賀
、

O
二
四

一
、
o
一
七
、

O
三
五

一
、
一
士
一
一
、
三
二
λ

一
、
三
五
九
、
九
七
八

一
、
四
八
九
、
λ
E
E

一
、
四
二
丸
、
計
八
九

一
、
車
一
二
、

O
豆
O

一
、
六
ニ
E
、

O
ニ
四

一
、
一
旦
二
四
、
丸
八
八

四三ニ-0 :Itλ 七六 E
話

宛

我
闘
。
組
費
指
加
と
物
倒
。
起
動

、、、、、、、、、、、、、、、、、
七六回大凹の七三。 C ニ 0 一一-" 0 ニニ;九八五 E
四 O 七二三八五一七七 O 九四四二六九二'li八八三
λ 一八四 0 阿一三ピヲー λli..士荒七八円七 λ0七った

λ

E
ニ

九
四
六

一
週
三
士

一
五
八
五

三

C
五
七

一
二
七
三

一λ
ニ
C

一
九
回
凹

-
L
L
L
 

一
J

J
」
ノ
イ
J

ニ
O
二
七

一
九
E
九

二
ニ
一
四

一
丸
丸
ニ

ニ
O
一
λ

二
五
一

O

三
凹
ヒ
四

回

O
O
凹

同
大
四
五

五
O
八
九

四
λ
λ
一
一
一

五
一
九
五

五
五
五
O

五
二

O
九

λ
ニ
の

λ
九
入
一

一
一
回
一
四
十

一
四
六
回
-

一λ
七
三

一
九
七
五
一

一
大
大
一
一

-
t二
五
一

一
七
五
三
一

一
七
五
六
一

一
六

t
七一

-
λ
四
九
一

二
ハ
四
O
一

一
大
聞
の
一

ニ
の
O
九

二
大
凡
-

三
一
九
一

三
七
二
一

回

O

一λ

一
一
一
士
九
問

三
九
凡
三

四
二

O
λ

三
丸
O
九

一o
=
一O

一
o
λ
=
一

一
四
三
七

一
一
九
七

一
二
九
二

一
ニ
削
宜

d
L
-
i
 

』

d

r

J
「

〕ニ
O
三

-
二
四
七

一
三
二

O

一↑一一二三一

一
二
弘
一
三

一
ニ
七
七
十

一
五
四
五
一

一
九
四
一
貫
一

二
百
四
士
一

三
一
一
九
一

三
回
三
一

二
六
五
一

二
宜
九
円

ニ
六
三
四

二
七
三
=

二
六
六
λ

第
ニ
十
北
巷

λ
ニ
七

λ
士
三

一
ニ
三
五

一
三
二
回

一
五
九
一

一
七
四
五

一
賢
三
ニ

一
式
一
六

一
六

C
三

一
五
一
一
一
五

一凹

λ
C

一
七
六
じ

一E
h
九

一三

O
五

}
ニ
九

O

一
三
六
三

一
二
八
三

一
三
一
台
三

一
丸
一
九

一
八
八
五

一
九
七
一

ニ
0
=
二

一
九
五
ニ

四
o
=
一

七
九
百

λ
二
λ

一
一
五

t

一一一-一一一

一
四
五
一

一
五
λ
五

=
=
九
八

一
四
三
=
一

一
四

O
E

-一一二一力

一
二
六
士

一
四
七
五

一
二
λ
一

一
O
六一

一
o
=
一
二

一O
五
二

↓

O
三
二

一C
入
刊

一
量
一
軍

一
四
六
凹

一
豆
一
一
一E
四
円

一
岡
山
N
R

部

碗

一一一一一一一一一一一一..，...一一一一一一一一一
三三三三三二ニニニニニニ一一一一一 -00000
λ 六四二 O 九七六五四二 O 九七五三ニ Oλ 七六宜四
四二聞大丸二六聞大~ 1i. -1::; 0 "--四七一六丸四二三 E

'1¥ 
E 



自由

苑

我
岡
田
将
費
喝
加
と
物
慣
の
抽
出
勤

第
二
十
九
寄

凹
の
四

第

税

ノ、
一・ 4/、

一
五

昭
刷
ご

二
、
大

O
九

三
、
、
ミ

L
一

一一

a
F
J

，
J

。
昭
和
二
年
度
は
路
算
額
に
就
て
計
算
し
参
考
と
し
て
掲
「
。

、、
七五
ヨ正七
F、J、、、
JL ;、
，二二二

o 7~ ，、

五
三
九
三

六
O
O
A

三
九
九
五
一

回
一
一
一
九
三
一

~~ プず
"'マ 7す

一
-
一
七
八

ヱ
ハ
七
六

7. プミ
3i j、
プ電 J、

回四
二 C
四五

わ
歳
山
制
は
大
山
間
省
都
五
十
三
同
年
抑
制
よ
り
、
同
制
制
は

H
本
市
ゆ
闘
統
計
年
錨
よ
り
、
物
倒
拍
動
は
金
融
事
項
捧
占
有
J

帯
J
n
，
抽
山
。
人
口
哨
加
拍

監
は
日
本
官
醐
統
計
年
鉱
山
内
地
本
特
人
口
に
つ
き
計
算
し
た
る
も
心
。

四

-
各
経
費
指
識
の
大
き
。
一
目
瞭
然
で
あ
る
様
に
経
費
に
閲
す
る
諸
指
数
の
大
宮
は
、
明
・
泊
三
六
年
皮
以
来

例
外
な
〈
、
会
館
的
名
目
指
数
、
頭
制
名
目
指
数
、
金
贈
的
質
質
指
致
・
頭
割
賞
質
指
数
の
順
で
ゐ
る
。
此
順
位

は
次

ω
理
由
に
よ
っ

τ来
た
も
の
で
ゐ
る
。
即
ち
先
づ
、
二
名
目
指
数
は
ニ
貸
質
指
数
よ
り
物
倒
勝
賞
に
依
て
大

古
な
る
。
勿
論
物
倒
下
落
も
考
へ
得
る
け
れ
Y
」
も
・
事
賃
上
、
三
六
年
以
後
は
共
年
の
指
数
以
下
に
下
つ
柁
こ
ピ

は
な
い
か
ら
、
従
工
質
質
指
数
は
以
後
常
に
名
目
指
数
よ
h
小
さ
な
る
。
次
に
頭
割
名
目
指
紋
が
会
韓
的
の
そ
れ

よ
り
、
叉
頑
制
実
質
指
数
が
全
館
的
の
そ
れ
よ
り
も
小
で
あ
る
の
は
、
人
口
増
加
が
原
因
で
あ
る
。
如
是
、
各
ー

の
理
由
仁
依
て
上
の
機
な
順
位
ご
な
る
ω

究
に
各
指
数
の
大
き
の
開
き
が
年
Z
共
に
繍
大
し
て
居
る
o

特
ド
そ
れ
は
二
名
目
指
数
ご
ニ
質
質
指
数
芭
の
聞

が
甚
し
い
。
先
づ
会
樟
的
二
指
数
に
、
夫
れ

y
¥劃
臆
ず
頭
割
の
各
I
の
指
数
が
相
調
的
に
漸
究
小
言
な
る
の

は
、
人
口
の
漸
次
的
塙
加
に
牽
制
百
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
次
に
名
目
二
指
数
ご
賞
質
一
一
指
数
ど
の
差
の
抽
明
大

は
、
或
場
合
は
物
価
恨
の
急
激
な
勝
賞
に
基
き
、
或
場
合
は
物
償
下
落
じ
拘
ら
争
、
経
費
は
勝
賞
時
代
を
一
段
階
t



し
て
真
に
増
加
し
行
(
こ
さ
が
主
な
理
由
の
様
で
ゐ
る
。
勿
論
経
設
の
増
加
に
は
椅
々
の
原
因
一
帯
怖
が
存
す
る
り

れ
ど
も
、
ぞ
れ
等
は
、
相
常
複
雑
な
波
澗
を
引
起
し
は
す
る
が
、
時
に
生
越
し
時
じ
消
滅
す
る
-
』
古
多
く
、
結

局
、
人
口
百
物
価
恨
ご
が
恒
慌
に
経
費
増
加
に
働
〈
も
の
、
中
心
駄
に
あ
る
ご
恩
ふ
。

夏
ド
、
各
指
数

ω大
古
は
、
時
々
の
財
政
事
情
に
腿
じ
て
上
下
し
乍
ら
、
結
局
漸
増
し
て
居
る
。
特
に
ニ
名
目

指
数
に
於
て
著
し
い
。
名
目
指
数
の
増
加
は
ぜ
も
か
〈
、
質
管
指
数
の
増
加
は
極
め
て
縦
A

一
目
的
に
、
我
岡
家
行
錯

の
内
容
的
充
賞
及
外
延
的
償
援
の
結
旧
端
正
一
五
ひ
得
る
o

諸
指
数
の
大
古
が
大
保
有
の
様
な
朕
掛
で
め
る
か
ら
.
明
治
三
三
年
度
を
基
ピ

L
て
其

f
年
後
の
同
四
一
二
年
蔵

出
は
・
名

H
上
一
・
丸
岡
山
和
ピ
な
り
、
質
質
上
で
は
一
・
六
一
伯
、
(
裳
頭
割
以
各
よ
一
・
七
二
倍
及
一
・
六
一
倍
}
・

二
十
年
後

ω大
正
九
年
で
は
.
名
目
上
は
四
・
六
四
倍
、
賞
質
上
は
了
三
五
倍
芭
な
る
G

(

其
頭
割
は
三
・
七
二
一
倍

ぜ

て

O
入
倍
)
O

而
て
昭
和
元
年
度
の
一
五
七
、
入
八
二
世
両
国
宝
石
ふ
限
大
な
決
算
額
は
名
目
上
は
五
・
三
九
倍
ご

な
h
、
二
十
七
年
間

ω増
加
己
し
で
は
一
見
驚
〈
に
足
る
G

然
し
一
旦
貨
静
岡
闇
値
を
考
慮
に
入
れ
て
見
れ
ば
共
二

分
の
一
じ
も
及
ば
ぬ
二
・
二
七
佑
ご
な
る
。
東
に
頭
割
・
り
に
す
れ
ば
名
目
上
で
は
=
了
九
九
倍
で
あ
る
が
、
賞
質
上

で
は
僅
か
に

7
六
八
倍
に
過
ぎ
ぬ
。
叉
以
て
名
目
上

ω
増
加
古
賀
質
上
の
増
加
古
が
如
何
に
異
る
か
を
察
知
し

得
る
。

2

各
経
費
指
識
の
大
さ
の
襲
化
。
先
づ
明
治
三
三
年
乃
至
三
七
年
は
唯
一
の
例
外
(
三
五
年
度
会
館
的
・
質
質

指
数
の
一

O
一
九
)
を
除
り
ば
、
全
指
数
が
基
数
一

0
0
0以
下
に
在
て
上
下
し
て
居
品
。
此
以
下
に
在
る
-
』
ご

は
ニ
項
で
一
言
し
た
様
に
基
本
年
度
の
漣
樺
上
か
ら
来
だ
も
の
で
あ
る
o

而
て
比
聞
の
山
は
三
五
年
度
で
底
は
三

f此

苑

我
闘
白
料
費
抑
加
と
物
個
目
艶
動

部
二
十
九
谷

四

C
五

第

貌

λ. 
t二

、
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我
醐
白
線
四
割
帖
咽
川
主
物
倒
白
麹
動

第
一
十
九
巻

問
。
六

!f> 

蹴

A 
A 

六
年
度
で
あ
る
。
此
成
を
底
E
し
て
翌
一
一
一
七
年
乃
至
四
一
年
は
各
指
数
一
様
に
極
め
て
急
激
に
柑
加
し
て
居
る
。

此
期
間
は
我
凶
が
戦
宰
及
北
(
後
の
経
繕
の
重
荷
を
負
ぴ
乍
ら
、
列
強
に
伍
せ
ん
ご
努
力

L
化
時
で
あ
る
。
笠
岡
二

年
に
前
年
の
山
hr
ら
小
反
h
し
、
以
後
大
正
二
年
生
で
は
大
捷
化
な
〈
‘
二
質
質
指
数
は
澗
漸
減
の
傾
向
品
川
、
現
し

て
居
る
。
然
る
仁
翌
三
牛
に
は
突
畿
的
に
上
向
し
た
。
之
れ
は
欧
州
戦
乱
の
影
響
の
最
初
の
現
れ
で
あ
る
。
帥
も

同
年
は
本
珠
算
不
成
立
の
滋
時
前
年
度
疎
算
施
行
ピ
な
っ
た
の
に
追
加
珠
算
が
第
三
十
一
乃
歪
三
十
四
議
曾
で
成

立
L
党
結
川
市
、
民
一
怖
に
増
加
し
た
。
而
て
追
加
潔
算
の
中
心
は
、
臨
時
軍
事
費
特
別
曾
計
設
定
の
た
め
に
、
五
千

百
高
闘
を
一
般
曾
計
か
ら
支
出
し
た
貼
に
ゐ
る
。
次
で
翌
四
年
‘
一
旦
二
年
度
近
く
ま
で
引
返
し
、

五
年
も
略
』

同
級
で
ゐ
っ
た
o

放
に
大
正
問
、
五
雨
年
度
的
名
目
指
数
は
路
I
同
一
大
で
あ
る
。
然
る
に
五
年
よ
b
物
僚
が
念

に
上
h
始
め
た
。
従
て
質
質
指
数
は
ι
一
品
に
前
年
仁
引
縦
い
て
下
降
L
允
ω

次
い
で
六
乃
歪
九
年
物
倒
暴
騰
の
時
期

に
入
h
、
北
(
唖
岬
め
経
費
は
増
加
し
に
o

特
に
入
、
九
年
度
の
物
調
勝
賞
の
斜
め
の
み
の
増
額
は
.
合
計
賞
に
五
億

四
百
六
十
四
高
伶
闘
を
注
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
放
に
二
名
目
指
数
は
年
々
飛
躍
的
に
精
進
し
た
。
反
之
、
二
賞

質
指
数
は
小
幾
勤
し
な
が
ら
、
四
、
五
年
度
ご
総
uv
て
念
樽
直
下
し
た
ま
、
九
年
に
及
ん
に
。
此
間
頭
割
質
質
指

数
の
如
き
は
基
数
一

0
0
0を
出
宇
る
こ
Z
僅
か
に
入
四
%
を
出
な
い
正
云
ふ
有
様
で
あ
っ
花
。
而
て
翌
十
年
に

は
物
閣
は
皮
下
し
た
げ
れ
Y
』
も
、
経
控
は
却
っ
て
躍
進
を
続
秒
、
一
一
年
に
至
っ
て
始
め
て
僅
か
に
戻
b
、
一
一
一

年
に
は
夏
め
て
上
h
、
二
二
年
に
は
一
段
高
い
鮪
に
越
し
た
o

以
後
物
倒
的
漸
落
に
拘
ら
中
十
四
年
度
に
略
』
一

二
年
度
の
貼
ま
で
戻
っ
た
外
、
毎
年
次
々
ご
精
加
の
傾
向
を
辿
っ
て
居
る
。
従
て
賞
質
指
数
は
大
正
九
年
以
後
・

一
及
一
四
年
度
の
少
し
の
下
降
は
あ
っ
た
が
、
或
は
急
に
、
或
は
緩
に
精
進
し
て
居
る
。
此
九
年
以
後

大
正



は
・
戦
後
粧
品
百
の
諸
計
割
、
例
ば
交
通
及
通
信
機
関
の
整
備
・
軍
備
の
充
質
及
品
盟
夏
等
ゃ
、
大
震
災
の
徳
富
等
の

積
栂
的
増
加
原
因
の
外
に
、
主
(
始
め
に
方
つ
て
は
、
犬
等
ef
遂
行
せ
し
め
た
戦
時
中
か
ら
の
歳
計
総
剰
金
ゃ
、
園

内
超
偵
の
俄
地
の
存
し
た
事
が
、
消
脳
的
仁
下
支
へ
を
な
し
た
も
の

Z
思
ふ
o
然
る
に
其
終
り
削
ら
昭
和
一
、
二

年
度
来
は
、
治
の
消
極
的
事
情
も
少
な
く
な
h
、
却

τ岡
俄
は
累
積

L
、
補
助
金
等
を
始
め
正
し
て
凡
ゆ
る
方
面

で
鞍
理
的
機
を
失
し
、
盆
l
財
政
朕
態
を
困
難
な
ら
し
め
て
居
る
。

要
す
る
に
経
費
諸
指
数
の
縫
動
は
、
明
治
三
三
乃
至
三
七
年
、
明
治
四

7
年
を
山
正
す
る
三
八
乃
至
四
二
年
、

大
正
三
年
を
山
吉
す
る
明
治
四
三
年
乃
重
大
正
五
年
、
大
正
十
年
的
第
一
一
民
鮎
に
至
る
大
正
六
乃
至
十
年
、
及
共

後
の
寸
逝
尺
越
の
五
期
に
別
り
る
一
=
」
が
出
来
る
。

3
金
躍
的
名
目
指
畿
と
物
債
指
輔
副
。
若
し
物
困
問
描
出
動
が
経
費
に
直
接
全
面
的
仁
反
射
す
る
な
ら
ば
、
此
二
指

数
は
常
に
岡
方
向
に
動
き
、
而
も
理
論
上
名
目
指
数
は
物
園
間
指
数
に
同
年
度
叉
は
多
少
後
れ
て
、
略
i
接
近
し
た

大
さ
で
、
少
〈
ご
も
略
2
卒
行
的
に
追
従
す
ぺ
き
で
あ
る
。
大
き
な
懸
隔
ゃ
、
甚
し
い
不
整
な
懸
隔
は
あ
る
J

べ
き

で
な
い
。
夫
れ
が
存
す
る
限
り
物
倒
縫
動
外
の
原
因
に
よ
っ

τ、
名
目
指
数
、
従
て
年
々
の
歳
出
繍
が
多
か
れ
少

な
か
れ
動
寄
れ
て
居
る
ご
ぜ
ね
ば
な
ら
向
。
然
し
寅
際
上
、
経
費
に
は
時
々
の
物
侵
誕
動
を
置
も
に
反
射
せ
ぬ
部

分
が
あ
る
。
夫
放
に
貨
は
右
の
如
き
軍
純
な
仮
定
的
考
察
は
許
き
れ
な
い
。
然
し
其
事
を
念
闘
に
置
き
乍
ら
、
先

づ
一
路
右
仮
定
の
下
で
、
如
何
程
仮
定
理
論
か
ら
遠
F
か
っ
た
動
き
や
名
目
指
数
が
な
す
か
を
検
し
、
夫
れ
に
依

て
ニ
指
数

ω閥
係
を
逆
に
類
推
L
や
う
ど
思
ム
。

先
づ
通
観
す
れ
ば
、
明
治
三
三
年
乃
至
昭
和
元
年
り
ニ
十
七
グ
年
に
、
会
館
的
名
目
指
数
の
下
降
は
七
回
、
(
明

詑

書E

我
関
白
盤
費
帯
加
と
物
倒
白
岡
田
勘

第
二
十
九
隼

回

O
士

第

観

λ 
1， 



話

苑

我
岡
山
純
費
帯
加
と
物
慣
の
控
勘

第
ニ
十
九
巻

問
。
入

止
前
九
三
幌

九
O 

治
三
四
.

一
、

一
五
年
)
、
物
欄
指
数
の
下
降
は
九
回
、
(
明
治
三
四
.

)L 

三
六
、
四
二
、
大
正
二
・
四
、

四
一
、
四
一
一
、
大
正
一
二
.
一

O
、

一

つ

で

あ

る

。

他

は

何

れ

も

上

昇

で

あ

る

。

故

に

八

ヶ

年

丈
け
二
者
は
相
反
し
て
動
量
.
時
間
b
十
九
ヶ
年
は
同
方
向
に
動
い
て
居
る
。
而

τ其
反
割
に
動
〈
入
ゲ
年
は
、
物

問
恨
勝
賞
に
拘
ら
や
名
目
指
数
が
下
降
し
た
年
三
、
(
明
治
三
六
、
大
正
二
・
四
年
)
、
及
共
反
謝
の
場
合
五
、
(
明

治
三
九
.
四
一
、
大
正
三
、
一

O
、
一
五
年
)
で
あ
る
。

四

一
五
年
)

次
に
略
I
平
行
仁
動
ぃ

τ居
る
の
は
大

E
六
乃
至
九
年
創
十
年
を
除
〈
四
期
丈
り
で
も
他
は
同
一
方
向
に
動
い

て
も
純
度
は
不
整
で
あ
品
。
即
も
同
方
向
の
場
令
中
、
名
円
指
数
が
物
倒
指
数
よ
り
。
。
以
上
、
上
り
越
し
た

年
七
、
(
明
治
一
ニ
八
.
四

0
.
四
三
.
大
正
七
!
九
.
一
二
、
一
三
年
)
‘
其
反
封
に
一

0
0
以
上
下
り
越
L
h
年

二
で
あ
る
(
明
治
問
二
年
、
大
正
一
一
年
)
O

而
て
物
慣
指
数
が
名
目
指
数
よ
り
一

O
O伸
び
越
L
た
年
が
、
大

正
五
年
に
一
回
ゐ
h
、
其
反
封
の
下
り
越
L
は
な
い
。
因
み
に
会
館
を
通

L
て
.
物
倒
指
数
の
動
き
が
名
目
指
数

の
そ
れ
よ
り
大
き
の
は
大
正
一
、
五
、
八
年
の
三
聞
で
、
全
て
物
侵
騰
貨
の
際
で
あ
る
。
加
之
、
同
時
方
向
に
動
い

た
結
呆
二
指
敷
金
銭
近
せ
し
め
た

ω
は
三
回
{
明
治
三
六
、
大
正
二
、
四
年
U

で
.
他
の
五
回
は
却
て
建

guτ
居

る
。
共
結
果
は
ニ
指
数
の
差
の
漸
増
己
な
っ

τ現
れ

τ居
る
o

郎
も
其
差
は
大
正
八
年
以
前
で
は
一

ooohT出

な
か
っ
た
が
、
同
九
年
に
は
一
二
一
四
正
な
り
、
以
後
常
に
ニ

0
0
0以
上
正
な
っ
た
。
特
に
昭
和
に
入
っ
て
=
一

0
0
0を
越
し
て
居
る
。

要
之
、
ニ
指
数
は
約
三
分
の
二
丈
り
同
方
向
に
動
い
て
は
居
る
け
れ
共
、
決
し
て
平
行
し
T
は
動
い
て
な
い
。

而
て
名
目
指
数

ω方
が
下
降
す
る
こ
芭
少
(
、
従
て
上
昇

ω
傾
向
が
強
〈
、
而
も
上
昇
の
巾
が
蓮
に
大
い
o
故
に



名
目
指
数
は
、
た
芭
ひ
物
慣
騰
貴
の
影
響
で
高
〈
な
っ
た
己

L
τ
も
、
一
度
上
昇

L
た
ら
は
物
侵
下
落
に
相
臆
す

る
丈
け
下
ら
な
い
事
が
判
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ニ
数
の
開
係
は
典
型
的
な
聞
係
ご
し

τ現
れ
な
い
。
即
ち
限
定
理

論
通
り
仁
助
か
向
。
之
れ
物
償
援
動
セ
直
接
反
射
せ
ぬ
部
分
が
あ
る
嘗
然
の
締
結
で
は
あ
る
が
、
此
貼
ef
断
百
〈
慮

外
に
置
付
ば
、
此
事
は
一
見
、
如
何
に
も
我
闘
の
図
家
行
潟
が
充
食
慌
張
さ
れ
、
共
錦
め
に
年
々
経
費
が
増
加
し

て
居
る
か
に
見
ゆ
る
。
然
し
貨
融
刷
償
倣
を
考
慮
に
入
れ
た
場
令
に
も
附
帯
し
て
然
る
か
。

付
金
健
的
資
質
指
識
と
物
償
指
数
。
若
し
経
費
が
濁
り
物
債
の
み
の
影
響
で
増
減
し
て
居
れ
ば
、
会
穏
的
賓

配
指
数
Z
物
倒
指
数
ご
は
同
一
の
大
き
で
あ
'
旬
、
叉
若
し
経
費
額
一
か
一
定
し
て
居
れ
ば
、
二
煮
は
正
確
に
反
勢
に

動
く
べ
き
で
あ
る
。

AAT
表
eT
見
る
に
、
全
館
的
wn-質
指
数
は
勿
論
一
定
の
大
古
で
も
な

t
、
又
必
や
し
も
物
倒
指
数
吉
正
確
に
反
封

に
動
い
て
も
居
ら
泊
。
即
ち
約
宇
の
十
三
ヶ
年
は
同
方
に
動
い
て
居
る
。
(
明
治
三
五
・
三
七
.
一
一
一
入
、
四

O
、

四
三
、
大
正
七
・
九
.
二
一
、
二
一
一
・
年
は
共
に
上
に
、
明
治
三
四
、
四
二
、
大
正
-
一
、
一
四
年
で
は
共
に
下

に
動
〈
)
O

従
工
獲
h
の
約
竿
数
の
年
度
が
反
割
に
向
っ
て
居
る
。
然
し
注
意
を
要
す
る
の
は
、
同
方
向
を
ご
る

場
合
の
賀
民
指
数
の
動
き
の
巾
は
比
較
的
に
凡
て
小
苫
い
。
具
方
向
の
場
合
は
大
小
不
同
で
ゐ
る
が
、
大
巾
に
動

〈
こ
ご
が
前
後
四
回
あ
る
。
(
大
正
三
、
四
、
玉
、
一

O
年
)
0

而
て
一
期
で
は
、
二
指
数
は
三
六
年
で
従
来
の
位

置
を
か
へ
て
物
倒
指
数
高
〈
な
b
、
一
一
期
に
入
り
て
、
一
二
九
年
に
反
割
に
賞
質
指
数
が
高
〈
な
り
‘
そ
の
ま
、
三

期
に
入
る
。
而
て
大
正
五
年
に
物
侵
指
数
遥
か
に
上
り
四
、
五
期
間
位
置
で
昭
和
二
年
度
珠
算
で
更
に
反
掛
さ
な

る
o

二
、
コ
一
期
で
は
小
巾
乍
ら
割
合
に
相
反
し
て
動
〈
場
合
が
多
〈
、
四
、
五
期
で
は
、
大
正
一

O
、
一
五
年
度

の
如
〈
胤
薯
に
相
反
す
る
こ
ぜ
も
あ
る
が
、
蜘
慨
し
て
各
年
の
動
き
に
は
例
外
多
〈
、
概
括
的
に
山
己
谷
芭
が
劃
隠

す
る
。
而
て
、
グ
ラ
フ
に
直

L
て
見
れ
ば
二
、
三
期
で
は
一
四

O
O
の
高
さ
の
線
を
中
心
Z
し
て
、
税
E
明
瞭
に

百畳

弗

我
閣
の
純
損
哨
加
と
物
個
白
費
動

第
二
十
九
巻

凹

O
丸

jj; 

税

九



畠主

苑

我
闘
の
経
費
晴
加
と
物
倒
白
鶴
動

第
一
一
十
九
谷

四

O 

第

騨

ブL

相
反
閥
係
が
看
取
色
る
、
。
反
之
、
四
・
五
期
で
は
、

中
心
Z
し

τ、
間
関
係
を
見
得
る
(
註
岡
)
O

要
す
る
に
此
二
指
数

ω相
反
閥
係
も
・
物
園
間
指
数
正
名
目
指
数
ご
内
閲
係

ω
知
〈
、
仮
定
理
論
じ
劃
し
て
典
型

的
に
で
は
な
〈
、
椅
め
て
抑
制
雑
な
関
係
正
し
て
部
出
得
る
に
過
宮
な
い
o

然
し
英
利
雑
な
-
」
ご
が
曾
I
以
て
、
物

債
品
出
動
を
直
油
田
反
樹
せ
ぬ
純
山
賀
川
り
存
す
る
こ
ご
、
及
び
或
は
岡
山
部
行
局
り
充
賞
疏
大
、
或
は
げ
政
財
政
の
膿
理
等

の
人
絹
的
原
因
ゐ
る
を
思
は
し
む
る
。
制
仁
五
期
に
於
け
る
物
価
恨
下
落
吉
相
反
す
る
、
名
目
的
並
I
封
質
的
指
数

の
増
加
は
、
此
等
的
諸
馳
・
特
に
前
者
り
拙
か
ら
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
が
蕊
で
は
夫
れ
ま
で
じ
及
ば
曲
。

長
国
)
悶
み
に
、
米
側
巾
央
政
府

ω翻
哨
北
に
つ
き
捗
働
省
心
千
九
百
十
三
年
を
一

O
C
と
す
る
卸
函
物
倒
拍
鍛
ピ
盤
班
し
、
担
質
拍
蝦
を
求

め
て
、
物
倒
拍
監
と
防
音
し
て
見
れ
ば
、
千
カ
百
乃
王
子
九
百
十
六
年
川
は
、
二
指
監
は
惜
ん
ど
典
型
的
自
制
反
刷
係
に
あ
う
て
、
其
中
b
は
極
め

て
綬
か
に
上
る
斜
線
を
な
す
。
而
て
千
九
百
十
六
年
物
倒
柑
駐
が
恭
胞
し
て
叫
端
、
有
闘
Mm
は
刷
れ
て
居
る
。

5

舎
健
的
指
留
と
頭
割
的
指
輔
副
ω

人
日
に
極
端
な
部
品
股
が
起
ら
ぬ
限
h
J
、
頭
割
名
目
指
数
は
全
般
的
の
そ
れ

吉
、
市
川
割
-w
貝
厨
同
指
数
は
会
穂
的
の
そ
れ

Z
、
各
I
同
一
方
向
に
動
捺
す
べ
き
で
あ
る
。
叉
人
日
企
恒
同
数
t
仮
定

す
れ
ば
、
各
』
相
醐
叫
す
る
指
数
は
卒
行
に
勤
〈
べ
き
で
あ
る
。

然
る
に
、
頭
側
二
指
数
は
例
外
な
〈
、
各
E

の
み
-
髄
的
二
指
数
正
、
同
一
方
向
に
動
都
L
t
居
る
が
・
各
よ
一

艶
を
な
す
ニ
指
数
の
一
開
き
は
、
年
Z
共
に
増
大
し
て
決
し
て
卒
戸
訂
し
て
居
ら
旧
制
。
之
れ
我
闘
の
人
口
の
俊
民
が
・

略

I
人
口
指
数
の
一
市
す
ゃ
う
仁
、
殆
ん
ど
規
則
的
仁
増
加
し
、
大
縫
化
仁
迫
越
し
て
は
居
ら
叫
が
、
然
し
業
増
加

が
相
営
大
で
ゐ
る
こ
ご
に
相
勝
守
る
。
闘
も
人
口
増
加
は
頭
制
ニ
指
数
を
、
各
I
岨
割
出
陣
す
る
金
鰭
的
指
数
よ
り
、

年
々
よ
b
小
〈
し
・
従
て
開
き
を
大
に
す
る
丈
り
の
カ
は
持
っ
て
罵
る
が
、
根
本
的
越
化
、
例
ば
会
館
的
指
数
が

増
加
し
た
に
反
L
頭
割
指
数
を
滅
小
せ
し
む
る
様
な
鑓
化
を
、
な
き
し
む
る
カ
を
持
た
ぬ
事
由
に
蹄
L
得
品
。
而

大
正
五
乃
至
七
年
を
例
外
芭
し
て
二
三

O
Oの
高
度
線
を



て
此
事
は
、
移
住
人
口
の
増
減
に
依
っ
て
、
或
は
急
に
或
は
緩
に
人
口
増
加
が
行
は
る
、
閥
、
例
ば
米
岡
の
如
き

闘
正
異
h
、
強
い
自
然
増
加
の
人
口
を
持
つ
岡

ω一
頭
制
指
数
の
動
き
ご
し
て
は
、
蓋
し
常
然
で
あ
ら
う
o

此
二
組

の
指
数
の
動
き
の
方
向
及
耗
度
の
差
の
後
展
は
、
先
づ
理
論
E
一
致
す
る
ご
云
へ
る
で
ゐ
ら
う
。

豆

以
上
我
岡

ω
一
般
曾
計
歳
出
決
算
に
よ
り
間
々
の
指
数
を
作
っ
て
、
形
式
的
及
結
果
的
考
察
を
試
み
た
の
で
あ

る
が
、
要
す
る
に
次
の
様
な
巴
仁
世
人
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
居
る
諸
献
を
裏
書
し
得
る
o

イ

我

国

ω
一
般
曾
計
歳
出
は
名
目
的
に
増
加
し
て
居
b
の
は
一
百
台
侠
た
m
H

炉
、
質
質
的
に
も
波
測
に
官
み
乍
心
一

漸
増
し
て
居
る
o

然

L
資
質
的
増
加
白
根
皮
は
比
快
的
小
で
、
従
て
名
目
的
増
加
古
資
質
的
増
加
ご
の
附
に
、
最

近
で
は
相
官
の
聞
き
が
出
来
て
居
る
。
依

τ歳
山
額
の
増
加

ωみ
を
以
て
、
岡
家
行
錯
の
内
容
充
質
外
延
焼
張
己

責
接
に
結
令
し
て
判
断
し

τは
な
ら
泊
。
必
や
貨
幣
皿
恨
備
を
併
せ
見
る
べ
き
で
あ
る
o

け
岡
家
経
曲
賞
は
戦
争
を
一
段
棺
正

L
τ
上
昇
L
、
業
後
は
物
欄
下
落
に
拘
ら
や
復
蹄
し
な
い
芭
云
ふ
一
般
原
則

は
我
闘
に
も
如
質
口
適
用
古
る
、
。
此
一
帯
は
三
十
七
入
年
職
役
及
欧
州
大
戦
の
前
後
の
各
指
数
を
比
較
す
れ
ば
容

易
仁
如
、
り
得
る
。

パ
川
名
目
的
増
減
は
物
阿
明
記
同
同
時
に
、
質
質
的
指
数
は
物
懐
古
反
針
に
、
勤
掃
す
る
ご
一
式
ふ
こ
ぜ
は
、
極
め
て
粗

雑
に
は
認
め
得
る
が
、
決
し
て

E
磁
に
典
型
的
に
は
看
取
し
得
向
。
而
て
其
例
外
あ

h
、
不
正
確
で
あ
る
限
9
経

費
に
他
原
因
が
働

ν
て
居
る
こ
吉
が
判
る
o

ユ
頭
制
経
費
は
名
目
的
に
も
、
質
質
的
に
も
会
鰻
的
の
各
I
Z
同
様
に
勤
〈
O

之
れ
人
口
増
加
が
自
然
塙
加
に

よ
h
、
ヌ
大
磁
動
を
来
す
事
制
捜
な
き
結
川
本
で
あ
る
o
而
て
頭
割
二
指
数
を
相
調
的
に
小
ご
な
す
程
、
我
が
図
の
人

口
増
加
は
大
で
あ
る
。
(
ニ
・
六
・
三

O
)

詰

苑

我
闘
の
翻
済
噌
加
と
物
倒
白
一
世
動

第
二
十
九
巷

同

第
三
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